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G3P[8], G4P[8]とG9P[8]が原因となっている。そ

の中でも特にG1P[8]が最も重要であるが，稀に

G6，G8, G12が検出される。現在では，ロタウイル

ス胃腸炎による重症化をワクチンにより予防するこ

とを目的にRotarixとRotaTeqという1価と5価のワ

クチンが使用されている。しかし，これら2つのワ

クチンにはG8は含まれておらず，G8の感染予防が

可能かどうかは不明である。本研究では，G8P[8]の

流行時にワクチンの有無による症状の軽重を検討し

た。

2） ダッカ市の下水中の腸管ウイルスの分子疫学的
研究

近年，細菌性食中毒による死亡が抗菌薬の適切な

投与で減少する一方，腸管ウイルスによるウイルス

性食中毒は減少していない。現在140種以上のウイ

ルスがヒトの腸管感染症に関係するとされており，

主要なものとしてロタウイルス，ノロウイルス，A

型肝炎ウイルス，アストロウイルス，アデノウイル

スがあげられる。バングラデシュでは，小児下痢症

患者にロタウイルス（33％），ノロウイルス（28％）

が多く見いだされるが，アストロウイルス（3％），

1．はじめに

上下水道のインフラストラクチュアが整っていな

い途上国では，細菌あるいはウイルスによる胃腸炎

が大きな問題である。マラリアやジカ，デングなど

節足動物媒介感染や性感染症と並び旅行者感染症の

中で最も多くみられるが，現地人の間でも流行を繰

り返し，とくに小児の場合にはしばしば生命にかか

わることがある。ロタウイルスのように有効なワク

チンが開発されても予防効果は完全ではなく，免疫

学的に異なったウイルス株の流行を見ることも多

い。本研究では，ロタワクチンによる集団の免疫応

答の変化と，環境中における下痢症ウイルスの存在

様式と頻度について分子疫学的研究を行った。

2．目　的　

1） 2017年に流行したG8P[8]ロタウイルスに対す
るロタウイルスワクチンの効果

ロタウイルスは依然として急性ウイルス性胃腸炎

の大きな原因となっている。通常は幼児期に感染

し，下痢・嘔吐を示すが，加齢とともに免疫ができ

て症状は軽くなる。ヒトの場合はA群ロタウイルス

が中心であるが，その中でもG1P[8], G2P[4], 
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アデノウイルス（2％）の報告もある。ロタウイルス

の中では，G2（46％），G1（25％）が主要なウイルス

サブタイプである。これらのウイルスは，食物，水，

ヒトの糞便が付着した器物などから伝播するが，感

染力の強宇さと重篤性から，ノロウイルスが最も注

目されている。ノロウイルス感染が蔓延する原因の

一つは，小児期の免疫が保持されず大人でも感染を

繰り返すことや有効なワクチンが存在しないためで

ある。ノロウイルス，ロタウイルスを含め，糞便中

に排泄された下痢症ウイルスは先進国においては下

水として不活化処理される。しかしながらバングラ

デッシュなど途上国では下水は処理をされずに直

接，川や排水路に流される。下水を含む河川水はし

ばしば潅水，洗濯，水泳などに利用される。雨季に

は下水が洪水として家屋に流れてくることもある。

バングラデッシュの下水の細菌汚染は既に調べられ

ているが，ウイルスについては殆ど報告がない。本

研究ではウイルス性下痢症で重要なロタウイルス，

ノロウイルス，アデノウイルスの有無について住宅

地および病院近辺の下水を調査した。

3．対象と方法

1） 日本及びバングラデシュにおいて倫理委員会と

患者あるいは保護者の同意を得て，遺伝子検出

法により下痢便検体からウイルスのスクリーニ

ングを行った。A群ロタウイルス陽性の場合は，

遺伝子型，遺伝子配列をさらに調べた。G8P[8]

陽性の場合はワクチン使用の有無，Vesikariスコ

アを用い重症度の比較を行った。

2） 2017年2月から10月の全国6か所（北海道，東京，

静岡，京都，大阪，佐賀のクリニック）の小児

の322下痢便検体を用いた。ウイルスRNAを抽

出した後，ランダムプライマーを用いてｃDNA

を作製し，11種のウイルスを4つのセットに分

けてmultiplexあるいはmonoplex PCR法で行っ

た。A群ロタウイルスのG遺伝子型（VP7）別，

ノロウイルスの遺伝子型別は遺伝子解析を行っ

た後，BLAST検索を用いて型を決めた。また，

ロタウイルスのP遺伝子型（VP4）や I遺伝子型

（VP6）は型別のmultiplex PCRを用いた。

3） 2016年2月から2017年4月までダッカの大学や

住宅地付近の6か所の下水から毎月1回500mlを

ペットボトルに採取した。100mlをポリエチレン

グリコールで濃縮した後に，ウイルスRNAを抽

出，cDNAの作製後，RT-PCRを行い，場合によっ

てはNested PCR，遺伝子解析，リアルタイム

PCRでの定量を行った。

4．結　果

4. 1　小児下痢症の分子疫学と2017年に流行した

G8P[8]ロタウイルスに対するロタウイルス
ワクチンの効果

1） 本研究において検討した322検体中97検体でノ

ロウイルスGII（30％），68検体でA群ロタウイ

ルス（21％），58検体でヒトパレコウイルス

（18％），19検体がエンテロウイルス（6％），16

検体がアデノウイルス（5％），13検体がサポウ

イルス（4％），10検体がアストロウイルス（3％）

であった。

2） 1検体がノロウイルスGI，アイチウイルス，Bお

よびC群ロタウイルスは見いだされなかった。

3） A群ロタウイルス 68検体中G8P[8]が 78％，

G3P[8]が9％，G2P[4]が3％，G9P[8]が9％に見

られた。

4） ノロウイルスGII97検体中GII.4が83％，GII.2が

7％，9検体は遺伝子型が不明であった。　GII.4

はSydney_2012でGII.Pe_GII.4のリコンビナン

ト型であった。

5） 静岡県の1小児科クリニックの2017年2月から7

月までの80例の下痢便から58例にA群ロタウイ

ルスを見出した。その中で53例がG8P[8]であっ

た。G8P[8]以外の型との間で重症度には差がな

かった。ワクチンを行うことによって重症例が

少なくなった。（図1，表1と2は文献1から引用）

4. 2　ダッカ市の下水中の腸管ウイルスの分子疫学
的研究

1） 下水検体延べ85検体中32検体でロタウイルス陽

性，41検体がノロウイルス陽性，64検体がアデ

ノウイルス陽性であった。

2） 陽性であった11検体を用いロタウイルスの遺伝

子型検出を行った。multiplex PCRで遺伝子型を

決定した。1検体から1種の遺伝子型を検出した

ものが4検体，2種のウイルスが5検体，4種の遺

伝子型が 2検体で検出された。しかし，遺伝子

型は特定な型ではなく，G1, G2, G3, G8 および
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なりつつあると思われ，2017年の冬の流行も緊

急に検討する必要がある。

2） 現行のロタウイルスワクチンはG8P[8]症例の中

で中等度以上の割合を少なくすることが可能で

あり，ワクチンとして使用した型以外にも有効

であることが判明した。

3） バングラデッシュでは，一年を通して下水・河

川水中に高頻度でヒトに感染を起こしえる濃度

の下痢症関連ウイルスを検出できた。これらの

ウイルスが現地における小児下痢症，旅行者感

染症の原因となると考えられた。

6．結　語

臨床検体や環境検体を用いたPCRやダイレクト

G9が検出された。

3） ロタウイルスの遺伝子型はG3P[8], G9P[8], ノロ

ウイルスはGII.4（Sydney）であった。

4） リアルタイムPCRでロタウイルスが105～107コ

ピー数/ml，ノロウイルスは102～103コピー数

/mlの濃度で見られた。

5．考　察

本研究の結果を要約すると以下のとおりである。

1） 2-6月にかけてG8P[8]という従来稀であった型

が流行した。ロタウイルスが6月まで続いてい

たことは今後も季節との関連を含めて検討する

必要がある。また，ノロウイルスは昨年GII.2の

大きな流行がみられ，その後再びGII.4の流行と

1 

図１ 小児下痢症糞便中のウイルス出現頻度 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1　小児下痢症糞便中のウイルス出現頻度
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シークエンスによる分子遺伝学的解析は，ウイルス

下痢症の病態並びに環境評価に極めて有用である。

これらの方法論は他のウイルス感染症や人獣感染症，

感染症学的な環境評価に応用が可能と考えられる。
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表１ 感染者の背景         表 2 ロタワクチン接種と臨床造像 

 

表1　感染者の背景
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表１ 感染者の背景         表 2 ロタワクチン接種と臨床造像 

 

表2　ロタワクチン接種と臨床造像


